
InstiGRO™  InstiSHAKE™  InstiTHAW™

各工程の効率を最大化する動物由来成分フリーのサプリメント
コロニー形成 ・ 振とう拡大培養 ・ セルバンクの保存

細胞株開発用サプリメント



細胞株開発に革命を

InstiGRO

• クローンの増殖を促進

• 規制当局申請に必要なホールウェル
イメージングに対応 

InstiSHAKE

• クローン拡大増殖を促進

• フェッドバッチ培養の高密度化 

InstiTHAW

融解後、細胞株開発をすぐ開始できます。

• マスターセルバンクの信頼性を向上
凍結保存・融解時に細胞を保護し、
マスターバンク作製時の信用度を高め
ます。 

• 簡便

• ホスト細胞の融解後の回復率を改善

 

TM: 
 

課題

InstiSHAKETM:

課題

InstiGROTM: 

課題

InstiSHAKETM:

課題

InstiTHAWTM : 
 

トランスフェクション
と選択

シングルセルの
単離

ホスト細胞株の
凍結保存と融解

クローンの
拡大培養

マスターセル
バンクの作製

回復が遅い
生存率が低い

解決法 解決法 解決法 解決法

課題

解決法
InstiTHAW

回復が遅い
生存率が低い

細胞の凍結保存・
融解時に細胞

を保護

バルク培養での
生存率と生細胞密度

を向上

クローニングの
効率が悪い

シングルセルが
単離された後の

クローン増殖を促進

バルク培養での
生存率と生細胞密度

を向上

細胞の凍結保存・
融解時に細胞

を保護

振盪培養への馴化 回復が遅い
生存率が低い

凍結保存時と融解時に細胞懸濁液に添加
するだけの簡単な操作です。

健全なコロニーに成長するために必要な
成分をシングルセルに供給します。

光学的な透明性を保ちながらシングル
セルの増殖を促し、薬事承認に適合した
高解像度画像の取得が可能です。

• 簡便
クローニング用培地に添加するだけの
簡単な操作です。

静置培養槽から振盪培養槽への移行時
に細胞を保護し、スケーラブルな製造
を可能にします。

フェッドバッチ培養下での細胞生存率
と生細胞密度を高めます。

• 簡便
増殖用培地に添加するだけの簡単な
操作です。

タンパク質医薬品の導入以来、その需要は急増しており、高い生産
能力と一貫した品質を確保するため、生産法の改善が常に求めら
れています。しかし、タンパク質医薬品を生産する安定発現細胞株
の開発は、培養法が限られているため、依然として多くの課題を
抱えています。凍結細胞を起こしてトランスフェクションを行う際の
温度、浸透圧、化学物質の変化などは細胞にストレスを与える可能
性があります。また、規制当局の承認を得る過程は複雑で、シングル
セルを単離するために細胞を機械的ストレスなどにさらすと健康を
損ねてしまいます。その上、クローンを振盪培養へと拡大培養する
とせん断応力が細胞に加わり、細胞の健康と生産性に影響を与え
てしまいます。

Advanced Instruments社は、Chinese Hamster Ovary （CHO）
細胞およびHuman Embryonic Kidney （HEK）細胞向けの動物
由来成分フリー（ACF）細胞増殖サプリメントシリーズを提供してい
ます。InstiTHAW、InstiGRO、InstiSHAKE細胞培養サプリメント
は安定発現細胞株の増殖能やパフォーマンスを最大限に引き出せ
るように細胞の保護、育成、開発のサポートを考慮して設計されて
います。InstiTHAWは細胞を凍結・融解時に保護し、InstiGROは
シングル セル を単 離 直 後 の 初 期 の 細 胞 増 殖 を促 進します。
InstiSHAKEは振盪培養槽への拡大培養をサポートし、タンパク質
医薬品ののスケーラブルな生産を可能にします。



InstiTHAW CHO: 凍結保存と融解を向上 

InstiGRO CHO: コロニー形成を促進

InstiGRO CHO と InstiGRO CHO PLUS

図 1. 細胞融解6日後のCHO-S細胞の生存率および生細胞密度。　 

  

凍結保存と融解を通じて、最善の生存率と生細胞密度を確保する
ことはかなり困難で、信頼できるソリューションがなければ、安定
発現細胞株の開発過程を妨げる可能性があります。InstiTHAW 

CHOは、信頼できるACFソリューションを製薬企業に提供します。

このサプリメントは、ホスト細胞株の重要なサポートシステムとして
機能するため、細胞株を融解後、速やかにトランスフェクションを
開始することができます。さらに、InstiTHAW CHOは、シームレス
な凍結保存・融解プロセスを確実にすることで、マスターセルバン
クを作製する際の信頼性を高めます。
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InstiTHAW CHO存在下で凍結保存および融解

InstiTHAW CHOなしで凍結保存し、InstiTHAW CHO存在下で融解

InstiTHAW CHO存在下で凍結保存し、InstiTHAW CHOなしで融解

InstiTHAW CHOなしで凍結保存および融解

単離したシングルセルに健全なコロニー形成を促すことは、安定発現細胞株開発におけ
る大きな課題です。スクリーニングに必要なクローン数を得るためには、多くのマイクロ
プレートに播種する必要があり、コストと時間がかかってしまいます。クローニング効率を
高めるためにコンディション培地（条件培地）を使用することも可能ですが、製造過程での
制御が難しいため、ばらつきが生じることがあります。

Advanced InstrumentsのInstiGRO CHOとInstiGRO CHO PLUSは、一貫したサポ
ートをシングルセルに与え、健全なクローナルコロニーの成長を促進します。使用法は
とても簡単で、細胞培養培地に添加し、シングルセル播種を開始するだけです。

****

InstiGRO

 CHO

コンディション
培地

InstiGRO CHOと
コンディション培地との比較

InstiGRO CHOとInstiGRO CHO PLUSは、どちらもクローンの増殖を促進する
ACFサプリメントですが、タンパク質医薬品製造に使用される多様なCHO細胞株の
増殖を促進できるように、組成がわずかに異なります。

図2. モノクローナル抗体を発現するCHO-K1細胞
株からシングルセルを単離し、InstiGRO CHO 
PLUSあるいはコンディション培地を用いて播種後、
1プレートあたりの平均コロニー形成率を算出

（n=5）。エラーバーは、1プレートあたりのコロニー
数の標準偏差を示しています。T検定のP値は統計
的有意差があります（**** P < 0.0001）。
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InstiSHAKE CHO: 振盪培養条件でのクローン増殖を向上 

フェッドバッチ法における
生存率

フェッドバッチ法における
生細胞密度

静置培養から振盪培養への馴化

InstiSHAKE CHO Control

クローンを振盪培養に移行させることで、細胞をより高密度に増殖
させることができ、タンパク質医薬品の収量を高めることが可能に
なります。しかし残念なことに、振盪により生じるせん断応力

（shear stress）は、細胞の生存率と生存細胞密度に悪影響を及ぼ

し、生産性を低下させます。InstiSHAKE CHOサプリメントは、
静置培養条件から振盪培養条件への移行におけるゲームチェンジ
ャーです。このサプリメントは細胞を保護し、タンパク質医薬品の
スケーラブルな開発を可能にします。
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馴化に成功
>0.7×106 cells/mL

馴化に成功
<0.7×106 cells/mL

クローンを消失

図3. InstiSHAKE CHOの存在下でフェドバッチ試験を行った19個のクローンおよび
コントロール条件下の18個のクローンの平均生存率（%）と生細胞密度（cells/mL）。

図4. 静置培養から振盪培養への拡大に成功したクローン数。成功したクロー
ンのうち、生細胞密度が低かった（<0.7×106 cells/mL）クローンは別項目とし
て示しています。また、消失したクローンの総数も示しています。
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InstiTHAW HEK存在下で
凍結保存および融解

InstiTHAW HEKなしで
凍結保存および融解

生存率 生細胞密度

図5. 細胞融解6日後のFreestyle™ 293-F 細胞の
生存率。

図6. InstiGRO HEKまたはコンディション培地を用
いて細胞を播種後、１プレートあたりの平均コロニー
形成率を算出（n=5）。エラーバーは標準偏差を示す
１プレートあたりのクローナルコロニー数間の標準
偏差を表しています。T検定のP値は統計的有意差を
示しています（***P<0.001）。

InstiGRO HEKとコンディション培地との比較

図7. 24ウェル静置培養から50 mLバイオリアクターへの適応に
成功したクローン数をInstiSHAKE HEKを使用した場合と使用し
なかった場合の比較。クローンの生細胞密度が3×106cells/mL、
生存率85%以上に達するまでの日数を右表に示しています。
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拡大培養

製品名 容量 (mL)

InstiGROTM

RS-1105 InstiGRO CHO (20x) 5

RS-1125 InstiGRO CHO (20x) 25

RS-1205 InstiGRO CHO PLUS (20x) 5

RS-1225 InstiGRO CHO PLUS (20x) 25

RS-1305 InstiGRO HEK (20x) 5

RS-1325 InstiGRO HEK (20x) 25

製品一覧

・ 記載の内容は2026年1月現在のものです。
・ 記載の内容は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。
・ 掲載製品は研究用にのみ使用できます。診断目的及びその手続き上での使用はできません。
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AI_IG_2601_v2

TMChemically Defined (CD) InstiGRO

InstiTHAWTM

RS-3105 InstiTHAW CHO (20x) 5

RS-3305 InstiTHAW HEK (20x) 5

InstiSHAKE

RS-2125 InstiSHAKE CHO Sol A (25x): 20 
Sol B (100x): 5

RS-2325 InstiSHAKE HEK (20x) 25

TM

RS-1405

RS-1425

RS-1505

RS-1525

InstiGRO CHO CD-X (20x)

InstiGRO CHO CD-X (20x)

InstiGRO CHO CD-Y (20x)

InstiGRO CHO CD-Y (20x)

5

25

5

25

InstiGRO CHOは既知組成(chemically 
defined)サプリメントとしてもご提供可能です。
CD-X：効果がInstiGRO CHO PLUSと同等
CD-Y：効果がInstiGRO CHOと同等


